日本文化における｢道｣の研究 : 書道を中心に by Pijar Raisannisa,
− 60 −




































































































1262 年)、日蓮(1222-1282 年)であり、室町時代の一休宗純(1374-1461 年)である。
墨蹟は、江戸時代の禅宗の大衆化とともに、江月宗玩(1574-1643 年)のように、太く
書く書を生む。その極限にまで至ったのが白隠慧鶴(はくいんえかく、1685-1768 年)の
書である。日本で特異な発展を遂げた禅宗の僧侶は、生きながらの死人となるための業
を行う。その生きながらの死人という相が、白隠書の字画は極太でありながら、存在感
のない筆触に定着されているように思われる。もう一人、江戸時代の僧で特筆すべきは
禅宗ではないが、学者僧･慈雲飲光(じうのんこう、1718-1804年)の書である。白隠や慈
雲の表現は中国うつし、中国なぞりの段階を越えた、日本の僧の表現と言えよう。
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石川（1997）は、｢「唐様の書は中国直輸人、翻訳、誤訳書道である」が、禅宗のよ
うに亡命僧や渡来僧伝えあるいは中国の僧風ではなく、中国の書の評価の高いものを学
ぼうと試みたところが異なっている」と述べた。
現代に入って書と文とは完全に背き合うような傾向をみせている。
２.書道の意味と要素
｢書は文字の美術ならず｣と言う小山正太郎の説に対して、東京美術学校(現･東京芸術
大学)を創設した岡倉天心は、｢書は美術ならず理論を読む｣と題して、書は文字の大小、
配列、形を工夫するのだから｢美術である｣と反論した。後者が現在の一般的な書に関す
る理解とみなされている。
また、｢美的工夫論｣が取り上げられ、戦後衛書の誕生とともに、｢書は文字の美術論｣
へと逸脱していくことになるという。書は文字の｢美術工夫｣＋｢線の美｣、もしくは｢文
字の美術｣＋｢線の美｣というのが、現在の書道家のもっとも一般的な考えである。この
｢線の美｣と言う考え方より早く、明治 15年に書道家･諸井春慶が著した『諸法三角論』
の中に｢配線の美｣や｢線の美｣という表現にみられる。
そして｢書はかく芸術｣という考え方が提示されている。｢書く｣と言う言葉は、｢かく｣
という多義が含まれ、深みが増す。｢かく｣は無論筆記具で書くことだけではなく、釘で
引っ｢掻く｣、刀物で木や石を｢欠く｣、絵のように｢描く｣、何かの表現を生むすべてを
｢書く｣ことが含んでる。また、｢書は筆触の芸術｣であると言う考え方もあり、｢かく｣と
いう行為はそれらの道具の先端が対象に触れ、これに傷をつけ、やがて道具が対象から
去るという三つの段階から成り立っているという。
｢書｣を書くとき道具の準備から書が成り立ったまでの過程は必要である。しかし、
｢かく｣という活動というのは筆は一番目の字の起筆を書くから最後の字の終筆までであ
る。言い換えると、｢書く｣というのはその瞬間を表す。よって、書という芸術は絵を描
くより、楽器を弾くより、「活動」としての意味の方が強い。その瞬間にどのような気
持ちを持っているのか、なぜ字を書くのか、どのような感情で書くのか、すべて｢かく｣
という言葉に含められている。
｢書く｣と言うプロセスから見れば、1995 年に新しい過程で作成する「書」が誕生し
た。パソコンで作成した書、いわゆる｢デジタル書｣である。 
 
３.デジタル書
デジタル書とは手書き文字と CG技術との融合芸術である。自分で書いた文字を、ス
キャナーやデジタルカメラなど入力機器を使いパソコンに読み込み、画像処理ソフトで
色や背景をつけて作成をする芸術である。 
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III. 結び
 
本稿では、伝統的な書道とデジタル書を作品の制作過程の観点から比較して、｢道｣の
意味を考察した。その結果、日本文化における｢道｣とは、修練の上で獲得した高い能力
をもって、筆をもって紙に向かう、一回の緊張感、そしてその全てを出し切って書き終
えたときの感動、すなわち芸術活動が自分の命をそこに刻み込む表現という、その瞬間
があってこそのものと考える。それに比べ、何度も書き換えのきく「デジタル書道」に
は、その重要な要素がない。よって、「デジタル書」を書道と認めることは難しいもの
と結論づける。
本稿では、分析した｢道｣の意味は日本文化の一つの芸術、書道の世界からの分析だけ、
他の分野の分析ができなかったが、いずれの分野にしても、やり直しのきかない一回と
いう緊張感、またその瞬間に「専心」するという意味では同様の意図を持っているので
はないだろうか。今後は、他の分野の「道」の意味についても課題として取り組み、分
析していきたい。日本における「道」を考察することは、日本文化の一端を解明するこ
とにつながるものと考える。
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